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ノート
移動通信の普及とサービスの高度化に伴って，デジタル信号処理に基づく無線信号の適応信号処理が注目されている．近年，適応等化をはじめとして，ブラインド等化，ダイバーシチ，干渉キャンセル，誤り訂正符号化などが総合的に発展しつつある様子がうかがえる．本稿では，適応等化を中心に技術動向を整理し，移動通信における適応信号処理の現状と今後の課題を明らかにする．
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